
【2026年度 ⼤学院博⼠前期課程受験⽣対象】 
 

国による⼤学院修⼠段階における「授業料後払い制度」について（制度概要） 
 
令和6年度秋から新設された奨学⾦制度「授業料後払い制度」についてご案内します。 
本制度は在学中の授業料を国が⽴て替え、⼤学院修了後、所得に応じて返還することで、授

業料を「後払い」とするものです。（無利⼦貸与である第⼀種奨学⾦の⼀形態です） 
 制度の概要は下記の通りとなります。内容をご確認いただき、制度の利⽤を希望される⽅は
⼊試出願書類にあわせて「授業料後払い制度希望願」等⼿続き書類の提出をお願いします。 
 

１． 対象者 
以下の要件をすべて満たす者 
・令和7年度以降に⼤学院博⼠前期課程に⼊学者した者 

 ・本⼈の希望に基づき、在学校を通じて申請を⾏った者 
 ・⽇本学⽣⽀援機構（以下Jasso）の修⼠段階を対象にした第⼀種奨学⾦と同様の家計基準

および学業正規基準を満たす者 
 ・過去に貸与を受けた奨学⾦の返還が延滞中である等、第⼀種奨学⾦の貸与を受けられない

事由がない者 
 

２． ⽀援内容 
●授業料⽀援⾦（授業料相当額およびその保証料の貸与） 
・授業料相当額に保証料を上乗せした額を貸与（機関保証制度への加⼊が必須） 

・⽀援対象は授業料のみ。⼊学⾦、教育環境充実費、諸会費等は対象外 
・Jassoが授業料相当額を⼤学へ直接納付 
・⼊学年度春学期の授業料については、⼊試願書提出時に所定の⼿続きをすることによ
り、制度への採⽤可否が決定するまでの期間、納⼊を猶予する 

   ●⽣活費奨学⾦（授業料⽀援⾦とは別途、希望者に貸与） 
   ・⽉額２万円または４万円を貸与（機関保証制度への加⼊が必須） 
   ・選択額から保証料を天引きした額を学⽣の⼝座に振り込む 
 

※本制度は⼊学後、4⽉にJassoへの申請が必要です。制度への採⽤は7⽉以降となりま
す。授業料⽀援⾦は⼊試出願時に猶予⼿続きをすることにより令和7年度春学期授業
料から⽀援対象となり、⽣活費奨学⾦は採⽤後に令和7年4⽉分に遡って振り込まれま
す。 

 
3.⼿続について 

⼿続概要は下記の通り 
(1）⼊試出願時の⼿続き 
  各⼊試出願期間中に、⼿続き書類3点（制度希望願と授業料納⼊猶予書類）を⼊試
出願書類に同封しご提出  
(2)⼊学後の4⽉にJassoへ申請 
(3)7⽉以降、採否決定後 採⽤の⽅は採⽤⼿続き、不採⽤の⽅は授業料の納⼊  

 

 



 

4.返済について  

授業料⽀援⾦（⽀援対象授業料及び保証料の合計額）及び⽣活費奨学⾦の合計額に達す
るまで、⼤学院修了後の所得に応じ、返済（無利⼦）を⾏う。 

例えば、単⾝なら300万円程度、扶養する⼦供が2⼈いれば400万円程度までは所得に応
じた返済は始まらない。基準年収以下の場合は⽉2,000 円など⼀定額を返済する。 

基準の年収を上回る場合は「課税対象所得から⼦供の⼈数に応じた額を控除した額」の
９％を返済する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

5．注意事項 
・⼊学後（４⽉頃予定）に⽇本学⽣⽀援機構への申請が必要です。 
・⽇本学⽣⽀援機構の無利⼦の貸与奨学⾦（第⼀種奨学⾦の⼀形態）であり、本制度を利⽤

すると第⼀種奨学⾦が受けられません。 
・貸与奨学⾦の予約採⽤に申し込み、候補者となっている者は、⼊学後、進学届提出時に「授

業料後払い制度」を選択⼊⼒する必要がります。（「第⼀種奨学⾦」は選択できません） 
・機関保証制度への加⼊が必須です。 
・本制度を希望する場合は、「授業料(等)延納願」および「授業料(等)納⼊および除籍猶予願」

の提出が必須です。 
・上記願出の延納の対象は「授業料」のみであり、「教育環境充実費」、「諸会費」については

納⼊が必要です。 
・制度への申請資格がないことが判明、または不採⽤となった場合は、⼤学が指定する期限

までに猶予中の授業料納⼊が必要です。また、⼤学の指定する期⽇までに授業料を納⼊し
ない場合は除籍となります。 

・申請⼿続きの過程で採⽤保留になるなど、猶予期限 7/21 を超える恐れがある場合は、⽇
本学⽣⽀援機構からの振込によらず⾃⾝で授業料を納⼊する必要があります。 

・本制度は検討中であり今後内容に変更が⽣じる可能性があります。 
 
 
 


